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　プロジェクトリーダーを務めます、地球研の中塚 武で
す。2010 年 4月以来、4年に及ぶ長い準備期間（IS-1 年、
FS-2 年、PR-1 年）を経て、ようやく今年 4月から、5年
間の Full Research が始まりました。本プロジェクトでは、
近年、世界中で急速に進んだ高時空間分解能の古気候復
元の最新の成果を日本史の新しい理解に用い、特に「歴
史上何度も起きた大きな気候変動に際して、過去の人々
がどのように対応したか、どのように危機を乗り切るこ
とができたか（できなかったか）」を、古気候学と歴史学・
考古学の最新の知見を照合して解明し、地球温暖化を含
む、さまざまな地球環境問題に直面する現代社会の私た
ちが学ぶべき教訓を、歴史から体系的に抽出することを
目指しています。
　長い準備期間中、プロジェクトでは古気候学 G、気候学
G、先史・古代史 G、中世史 G、近世史 Gの 5つのグルー
プに分かれて、プロジェクトの研究課題を検討すると共
に、予備的な研究を進めてきました。古気候学 Gでは、
木材年輪の酸素同位体比という新しい指標を用いて、過去
数千年間に亘る中部日本の気候変動、特に夏季降水量の
変動を 1年単位で復元することに成功し、古文書、サンゴ、
鍾乳石などの他の古気候指標と合わせて、データの延伸・
高精度化や日本全国への空間被覆の拡大、データの種類
の多様化等に取り組んでいます。また世界の大陸毎に行
われている過去 2千年間の気候復元（PAGES 2k network, 
2013）に参加し、東アジアの西暦 800 年以降の 1年単位
の気温復元にも成功しました（Cook et al., 2013）。気候
学 Gでは、そうした新しい古気候データを取り込んだ気
候モデリング研究を開始する一方、先史・古代史 Gでは、
年輪酸素同位体比が持つ「高精度年代決定」という、も
う一つの側面（本誌５ページ参照）を活用して、考古木
質遺物の年代決定を軸に、気候と社会の関係の新しい研
究法を模索しています。新規の気候変動データと文書史
料の関係が詳細に議論できる中世史 Gや近世史 Gではそ
れぞれに具体的な時代や地域毎の空間的・通時的な気候
と社会の関係の比較分析の方向性が議論されて来ました。
その結果、Full Research の開始と共に、グループ毎に一
斉にさまざまな研究が始まっています。
　今後、新しく全メンバーの中から構成していくことに
なる、第 6の研究グループ（分類・統合 G）を中心に、
膨大な研究をどのように取りまとめて、縄文時代から現
在までの日本の長い歴史からどのような普遍性のある教
訓を導いていけるか、プロジェクトの真価が、いよいよ
問われることになります。プロジェクトメンバーの皆さ
まには、準備期間の長いご協力に感謝いたしますと共に、
これからが本番ですので、これまで以上のご活躍を期待
しています。また、ニュースをご覧になって興味を持っ
て頂けた研究者や一般の皆さまには、是非このプロジェ
クトにご注目、或いは参加をご検討頂ければ幸いです。
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䛿䚸 ኱䛝䛺♫఍ኚື 䠄㙊಴ᖥᗓ䛾⁛ஸ䛺䛹䠅 䛜䛒䛳䛯᫬
ᮇ䛾Ẽೃ䜢ㄪ䜉䛶䚸 Ẽೃ䛸♫఍ኚື䛸䛾㛵㐃ᛶ䜢䜘䜏䛸
䛟䚸 䛸䛔䛖ᡭἲ䛜ྲྀ䜙䜜䜛䛣䛸䛜ከ䛛䛳䛯䜘䛖䛻ᛮ䛔䜎䛩䚹
㻌㻌䛷䛩䛜ᮏ䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛷䛿䚸 ㏫䛻㐣ཤ䛾Ẽೃኚື䜢ヲ⣽
䛻᫂䜙䛛䛻䛧䛯䛖䛘䛷䚸 䛂Ẽೃኚື䛾⃭䛧䛔᫬ᮇ䛃 䛾♫఍
䜢᳨ウᑐ㇟䛸䛩䜛䚸 䛸䛔䛖ᡭἲ䜢ྲྀ䜛䛾䛜≉ᚩ䛸䛔䛘䜎䛩䚹
䛭䛾ㄆ㆑䛾ୖ䛷୰ୡྐ䜾䝹䞊䝥䛷䛿 䛂Ẽೃኚື㛵ಀྐ
ᩱ㞟 䠄௬䠅䛃 䛾సᡂ䜢┠ᣦ䛧䛶䛔䜎䛩䚹
䚷䛣䛾ྐᩱ㞟䛾䝁䞁䝉䝥䝖䛿஧䛴䛒䜚䜎䛩䚹 䜂䛸䛴䛿䚸 ඛ
㏙䛾㏻䜚䚸 ≉䛻Ẽೃኚື䛾⃭䛧䛔᫬ᮇ䜢䛔䛟䛴䛛㑅ᢥ䛧
䛶䚸 䛭䛾᫬ᮇ䛾ྐᩱ䜢ิᓥᶓ᩿ⓗ䛻཰㞟䛧䚸 䛭䛣䛛䜙Ẽ
ೃኚື䛸♫఍䛾㛵ಀ䜢᫂䜙䛛䛻䛧䜘䛖䛸䛔䛖䜒䛾䛷䛩䚹 䜒䛖
䜂䛸䛴䛿≉ᐃ䛾ᆅᇦ䜢㑅ᢥ䛧䚸 䛭䛣䛾ྐᩱ䜢㏻᫬ⓗ䛻㞟
䜑䜛䛣䛸䛷䚸 ㏻᫬ⓗ䛺♫఍䛾Ẽೃኚື䜈䛾ᑐᛂ䛾ᵝᏊ䜢
᫂䜙䛛䛻䛩䜛䛣䛸䜢┠ᣦ䛧䜎䛩䚹
䚷సᴗ䜢㛤ጞ䛧䛯䜀䛛䜚䛷䚸 ᮍ䛰ඛ䛾䜎䛳䛯䛟ぢ䛘䛺䛔≧
ἣ䛷䛿䛒䜚䜎䛩䛜䚸 ㇏䛛䛺ᡂᯝ䜢䛘䜛䜉䛟䚸 ດຊ䛧䛶䛔䛟
ᡤᏑ䛷䛩䚹
䚷᭱ᚋ䛻⡆༢䛻⮬ᕫ⤂௓䛥䛫䛶䛔䛯䛰䛝䜎䛩䚹 ⚾䛿୰ୡ
䛾㈌ᖯ⤒῭䜔ᡭᙧᩥ᭩䛻䛴䛔䛶◊✲䛧䛶䜎䛔䜚䜎䛧䛯䚹
⏿㐪䛔䛻ぢ䛘䜎䛩䛜䚸 ౛䛘䜀᧝㖹௧ 㻔䈜ὀ 㻕 䛸㣗ᩱ㟂⤥
䛾㛵ಀ䛜ᣦ᦬䛥䜜䜛䛺䛹䚸⡿䜢䛿䛨䜑䛸䛩䜛㣗ᩱ䜢㏻䛨䛶䚸
Ẽೃኚື䛸୰ୡ㈌ᖯ⤒῭䛾㛵ಀ䛿῝䛔䜒䛾䛜䛒䜚䜎䛩䚹
㈌ᖯ⤒῭䜔ὶ㏻䛾ኚ໬䛸䚸 Ẽೃኚື䛺䛹䛾⎔ቃせᅉ䛾
㛵ಀ䛾᳨ウ䜢㏻䛨䛶䚸 ⎔ቃྐ䛸䛔䛖ศ㔝䛻㈉⊩䛷䛝䜜䜀䚸
䛸⪃䛘䛶䛚䜚䜎䛩䚹 䛤ᣦᑟ䛤㠴᧡䛾䜋䛹䚸 䛹䛖䛮䜘䜝䛧䛟䛚
㢪䛔⏦䛧ୖ䛢䜎䛩䚹
䚷㏆ୡྐ䜾䝹䞊䝥ᢸᙜ䛾䝥䝻䝆䜵䜽䝖◊✲ဨ䛸䛧䛶╔௵䛔
䛯䛧䜎䛧䛯㙊㇂䛛䛚䜛䛸⏦䛧䜎䛩䚹
䚷⚾䛿䛣䜜䜎䛷䚸 ㏆ୡ䛾㏆Ụᅜ 䠄⌧ᅾ䛾⁠㈡┴䠅 䛾䛸䛟
䛻†ᓊ䛾ᮧ䚻䛾⁺ᴗ䜔⯚㐠ᴗ䛺䛹䛾⏕ᴗ䛻ὀ┠䛧䚸 䛭
䜜䜢㏻䛨䛶ྲྀ䜚⤖䜀䜜䜛䚸 ே䛸ே䚸 ᆅᇦ䛸ᆅᇦ䛸䛾㛵ಀ䜢
ศᯒ䛩䜛䛣䛸䛷䚸 䛂㏆ୡ䛻䛚䛡䜛⏕ᴗ䜢㏻䛨䛯ᆅᇦ⛛ᗎᙧ
ᡂ䛃 䛾᭷䜚ᵝ䜢᫂䜙䛛䛻䛩䜛సᴗ䜢䛧䛶䛝䜎䛧䛯䚹 ⍇⍈†
䜢ሙ䛸䛩䜛⏕ᴗ䛻䛿䚸 ⮬↛⎔ቃ䛾ᙳ㡪䛜ᑡ䛺䛛䜙䛪᭷䜛
䛾䛷䚸 ⮬㌟䛾◊✲䜢㐍䜑䜛ୖ䛷䚸 ⪃ྂᏛ䜔♫఍Ꮫ䚸 ⎔
ቃྐ䛸䛔䛳䛯ᵝ䚻䛺Ꮫၥ䛾ᡂᯝ䛻Ꮫ䜆䛣䛸䛿䜒䛱䜝䜣䛾䛣
䛸䛷䛩䛜䚸 ᙜ᫬䛾Ẽೃ䛸⏕ᴗ䜈䛾ᙳ㡪䛻䛴䛔䛶䛿⯆࿡䛜
䛒䜚䛴䛴䜒䚸䛺䛛䛺䛛㋃䜏㎸䜑䛺䛔㡿ᇦ䛷䛧䛯䚹䛭䜣䛺ᢡ䚸
㻲㻿 ◊✲䛻䛚ㄏ䛔䛔䛯䛰䛔䛯䛾䛜⦕䛷䚸 ᮏ䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻
ᘬ䛝⥆䛝㛵䜟䜙䛫䛶䛔䛯䛰䛔䛶䛔䜎䛩䚹
䚷᪥ᮏ䛾㛗䛔Ṕྐ䛾୰䛷䜒䚸 ㏆ୡ䛸䛔䛖᫬௦䛿䚸 ୍⯡䛾
ே䚻䛜᭩䛝ṧ䛧䛯ྂᩥ᭩䛜⭾኱䛻⵳✚䛥䜜䛯᫬௦䛷䛩䚹
䛭䛾Ⅼ䚸 ㏆ୡྐ◊✲⪅䛿䚸 ᙜ᫬䛾ලయⓗ䛺♫఍䛾ᐇែ
䜢▱䜛䛣䛸䛾䛷䛝䜛ᮦᩱ䛻ᜨ䜎䜜䛶䛔䜛䛸ᛮ䛔䜎䛩䚹 䛷䛩
䛜䚸 䛭䛾ከ䛟䛾ྂᩥ᭩䛛䜙䛾䝯䝑䝉䞊䝆䜢䛔䛛䛻ཷ䛡ྲྀ䜚䚸
䛭䜜䜢䛹䛖ά䛛䛧⤌䜏❧䛶䛶䛔䛟䛛䛜㔜せ䛷䛒䜚䚸 ᪥䚻䛭
䜜䜢ព㆑䛧䛺䛜䜙◊✲䜢䛧䛶䛔䜎䛩䚹
䚷㏆ୡྐ䜾䝹䞊䝥䛷䛿䚸 䝯䞁䝞䞊䛜᪥ᮏྛᆅ䛾䝣䜱䞊䝹
䝗䛷◊✲䜢㐍䜑䛶䛔䜎䛩䚹 ⚾䛿䚸 ㏆Ụᅜ䛚䜘䜃␥ෆ䛻䛴
䛔䛶◊✲䜢䛧䛶䛔䜎䛩䚹᪥グྐᩱ䛛䜙ᑟ䛝䛰䛫䜛ኳẼ䝕䞊
䝍䛾⵳✚䛻䛸䛹䜎䜙䛪䚸 ㇏ᐩ䛺㏆ୡྐᩱ䜢ά䛛䛧䛺䛜䜙䚸
䛂㏆ୡே䛃 䛾Ẽೃ䜈䛾㛵ᚰ 䞉 ▱㆑ 䞉 ⏕ᴗ䛸䛾㛵ಀ䚸 Ẽ
ೃኚື䛜♫఍䛻୚䛘䛯ᙳ㡪䛺䛹䚸 ከᒱ䛻䜟䛯䜛ㄽⅬ䜢୎
ᑀ䛻ゎ᫂䛧䚸 ᮏ䝥䝻䝆䜵䜽䝖඲య䛾ㄽⅬ䛻䛴䛺䛢䛶䛔䛝䛯
䛔䛸ᛮ䛔䜎䛩䚹
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㏆ୡྐ◊✲䛜⌧௦䛻ᯝ䛯䛩ᙺ๭䜢⪃䛘䜛
    䕺䚷Ẽೃኚື䝕䞊䝍䜢Ṕྐศᯒ䛻⏕䛛䛩䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷
   㙊㇂㻌䛛䛚䜛 䠄䛛䜎䛯䛻㻌䛛䛚䜛䠅䚷
   ఀ⸨㻌ၨ௓ 䠄䛔䛸䛖㻌䛡䛔䛩䛡䠅䚷
    䕺䚷䇾ྂᩥ᭩䇿 ά⏝䛾᪂䛯䛺ྍ⬟ᛶ䛸
䈜㻌᧝㖹௧ 䠄䛘䜚䛬䛻䜜䛔䠅 䠖 ⢒ᝏ䛺㈌ᖯ䛾ཷྲྀᣄྰ 䞉Ⰻ㖹䛻䜘䜛
䚷ᨭᡶせồ䜢⚗Ṇ䛩䜛ᐊ⏫ 䞉ᡓᅜ᫬௦䛾ἲ௧
ኳẼ䛾グ㏙䛜䛒䜛㏆ୡᩥ᭩
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䚷㓟⣲࡟ࡣ㔜ࡉࡢ␗࡞ࡿᏳᐃྠ఩య࡜࠸࠺ࡶࡢ
ࡀ✀㢮࠶ࡾࠊࡑࡢ୰ࡢࠕ㉁㔞ᩘࡢ㓟⣲ཎᏊࠖ
ࡢࠕ㉁㔞ᩘ ࡢ㓟⣲ཎᏊࠖ࡟ᑐࡍࡿᏑᅾᩘࡢ
ẚࢆ㓟⣲ྠ఩యẚ࡜࿧ࢇ࡛࠸ࡲࡍࠋᖺ㍯࡟ྵࡲ
ࢀࡿࢭ࣮ࣝࣟࢫࡣᮌᮦࡢ୺せᡂศࡢ୍ࡘ࡛ࠊࡑ
ࡢ୰ࡢ㓟⣲ྠ఩యẚࡣᶞᮌࡀṚࢇ࡛ᆅ୰࡟ᇙἐ
ࡋ࡚ࡶࠊࢭ࣮ࣝࣟࢫ⮬㌟ࡀ↓ࡃ࡞ࡽ࡞࠸㝈ࡾࠊ
Ọ㐲࡟ኚ໬ࡋࡲࡏࢇࠋ
ࠉ୍⯡࡟ᬕࢀ࡚஝࠸ࡓ᪥ࡢ᪥୰࡟ࡣࠊⴥ࡟㛤࠸
ࡓᏍ㸦ẼᏍ㸧࠿ࡽỈࡀ࡝ࢇ࡝ࢇ⵨Ⓨࡋࡲࡍࡀࠊ
ࡑࡢ࡜ࡁ㍍࠸Ỉ㸦㉁㔞ᩘ  ࡢ㓟⣲࠿ࡽᡂࡿỈ㸧
ࡀඃඛⓗ࡟⵨Ⓨࡍࡿࡓࡵࠊⴥෆ࡛ࡣ㔜࠸Ỉ㸦㉁
㔞ᩘ  ࡢ㓟⣲࠿ࡽᡂࡿỈ㸧ࡀ⃰⦰ࡉࢀࠊⴥෆ
Ỉࡢ㓟⣲ྠ఩యẚࡀ㧗ࡃ࡞ࡾࡲࡍࠋ཯ᑐ࡟㞵ࡢ
᪥࡟ࡣ⵨Ⓨࡀ㉳ࡁ࡟ࡃ࠸ࡓࡵࠊⴥෆỈࡢ㓟⣲ྠ
఩యẚࡣపࡃ࡞ࡾࡲࡍࠋࡘࡲࡾᖺ㍯ࢭ࣮ࣝࣟࢫ
ࡢ㓟⣲ྠ఩యẚࡣࡑࡢᖺ㍯ࡀᙧᡂࡉࢀࡓᖺࡢኟ
㸦ගྜᡂࡢᏘ⠇㸧࡟࠾ࡅࡿ㞵ࡢ㝆ࡾ᪉ࠊࡍ࡞ࢃ
ࡕ㝆Ỉ㔞ࡢኚ໬ࢆグ㘓ࡋ࡚࠸ࡲࡍࠋ
ࠉࡑࡢ⤖ᯝࠊྠࡌᆅᇦෆ࡛ࡣ඲࡚ࡢᶞᮌࡢᖺ
㍯ࢭ࣮ࣝࣟࢫࡢ㓟⣲ྠ఩యẚࡀᶞ✀ࢆၥࢃࡎ
ྠࡌኚືࣃࢱ࣮ࣥࢆ♧ࡍࡇ࡜࡟࡞ࡾࠊᖺ㍯ᩘࡢ
ከ࠸ࣄࣀ࢟ࡸࢫࢠࢆ⏝࠸࡚సᡂࡋࡓ㓟⣲ྠ఩య
ẚࡢᶆ‽ኚືࣃࢱ࣮ࣥࢆࠊ㔪ⴥᶞ࣭ᗈⴥᶞࢆၥ
ࢃࡎࠊࡍ࡭࡚ࡢᮌᮦࡢᖺ௦Ỵᐃ࡟฼⏝ࡍࡿࡇ࡜
ࡀ࡛ࡁࡲࡍࠋࡲࡓࠊኚືࣃࢱ࣮ࣥࡢᶞᮌ㛫࡛ࡢ
┦ྠᛶࡀ࡜࡚ࡶ㧗࠸ࡓࡵࠊࡇࢀࡲ࡛ࡢᖺ㍯ᖺ௦
ἲ࡛ࡣᖺ௦Ỵᐃ࡟⮳ࡽ࡞࠿ࡗࡓᖺ㍯ᩘࡢᑡ࡞࠸
㈨ᩱ㸦ᖺ㍯ᩘࡀ  㹼 ⛬ᗘࡢ㈨ᩱ㸧࡛ࡶ༑
ศ࡟ᖺ௦Ỵᐃࡀ࡛ࡁࡿྍ⬟ᛶࡀ࠶ࡾࡲࡍࠋ
኱㜰㞴Ἴᐑ䛛䜙Ⓨ᥀䛥䜜䛯ᰕ᰿ 䠄ᕥ䛜ᰕ᰿ 㻡㻥㻤䠅䚷
䚷䚷䚷䠄䛣䛾䛒䛸 㻝 䟚ཌ䛾ⷧᯈ䛻ຍᕤ䛧䛶䝉䝹䝻䞊䝇䜢
㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌ᢳฟ䛧䚸 ᖺᒙ䛤䛸䛻㓟⣲ྠ఩యẚ䜢ศᯒ䛧䛯䠅
᥇ྲྀ䛥䜜䛯ᖺ㍯䝁䜰
䝗䝸䝹䛻䜘䜛ᖺ㍯䛾ᰕ≧㈨ᩱ 䠄䝁䜰䠅 䛾᥇ྲྀ
    䠐　研究最前線
䚷኱㜰ᗓ❧㻌㏆䛴㣕㫽༤≀㤋䛻䛚䛔䛶䚸 ௒ᖺ 㻟᭶䛻ᒎ♧䛥䜜
䛯䝟䝛䝹䛛䜙䛾㌿㍕䛷䛩䚹 䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛷㛤Ⓨ䛧䛯ᖺ㍯䝉䝹
䝻䞊䝇㓟⣲ྠ఩యẚ䛻䜘䜛᪂䛧䛔ᖺ㍯ᖺ௦ἲ䜢⏝䛔䛶䚸 ᖺ௦
Ỵᐃ䛻ᡂຌ䛧䛯㞴Ἴᐑ䛾ᰕ᰿㈨ᩱ 䠄෗┿ᕥ䠅 䛸ඹ䛻䚸 ᒎ♧
䛥䜜䜎䛧䛯䚹 ௒ᚋ䚸 䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛷ᚓ䜙䜜䜛䛥䜎䛦䜎䛺ᮌᮦ㑇
≀䛾ᖺ௦䛜䚸 䛭䛾㑇㊧䛾ᡂ❧䛾Ẽೃኚື䛸䛾㛵䜟䜚䛸ඹ䛻䚸
᫂䜙䛛䛻䛺䛳䛶⾜䛝䜎䛩䚹 䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䠄୰ሯ䠅
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    䕺䚷⚟ᒸᕷෆ㑇㊧ฟᅵᮌᮦ䛾䝃䞁䝥䝸䞁䜾ㄪᰝ
䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷
    䠒䚷䚷ㄪᰝሗ࿌　　  
ㄪᰝᮇ㛫 䠖 㻞㻜㻝㻠 ᖺ 㻡 ᭶ 㻣 ᪥䡚 㻥᪥
ㄪᰝ⪅ 䠖బ㔝㞞つ 䞉ᮧୖ⏤⨾Ꮚ
    䕺䚷㏆Ụᅜ†す䛾ᑎ㝔᪥グㄪᰝ 䠄ኳẼグ㏙ᢳฟసᴗ䠅
䜎䛩 䠄෗┿ᕥ䠅䚹
䚷䝃䞁䝥䝹䛿ᆅ⌫◊䛻ᣢ䛱ᖐ䛳䛯ᚋ䚸ᆅୗ䛾ᐇ㦂ᐊ䛷䜎䛪ศᯒ䛻䛛䛡䜛‽ഛ䜢⾜䛔䜎䛩䚹
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■ 各グループの主な活動 　
【 中世史グル―プ 】　
　去る５月２４日（土）２５日（日）、駒沢大学にておこなわ
れた歴史学研究会（日本史学の全国的な大会）にあわせて、同
所で中世史グループの会合をもちました。今後の中世史グルー
プの方針や、議論のたたき台、具体的な作業の手順や分担など
を活発に話し合いました。
　今後も中世史グループでは、情報交換を密にして、プロジェ
クトにおける議論のさらなる深化と進展を目指してまいりま
す。                                                                                   （伊藤）
　８　高分解能古気候学と歴史・考古学の連携による気候変動に強い社会システムの探索　Newsletter No.1  June 2014　７
■ 各グループの今後の予定 
■ 研究室通信 
■  お知らせ 
大学共同利用機関法人　人間文化研究機構
総合地球環境学研究所　研究室２（中塚研究室）
『Newsletter』No.1
発行日　２０１４年 6月１０日
発行所　総合地球環境学研究所　研究室２
　　　　〒６０３－８０４７
　　　　京都府京都市北区上賀茂本山 457 番地４
　　　　電話　０７５－７０７－２２３５
　           ＵＲＬ　 http://www.chikyu.ac.jp/nenrin
　5 月下旬に、名古屋大学から地球研の地下実験
室に同位体比質量分析計（TCEA-IRMS）を移設
しました。今まで以上に装置を駆使して、大量の
データを取得していく予定です。サンプルをお待
ちしております。　　　　　　　　　　　（佐野）
【研究会】
　６月２１日・２２日（土・日）　　近世史グループ第１回研究会　（於　総合地球環境学研究所）
　７月２４日・２５日（木・金）　    先史・古代史グループ研究集会　（於　総合地球環境学研究所）
   Full Research 開始から２ヶ月が過ぎました。
研究室では隔週でセミナーを開催し、各分野の研究について理解
を深めています。
  また毎日のランチタイムをともに過ごしながら、それぞれの研究
分野についての情報交換をしつつ交流を深めています。
  お近くにお越しの際は、ぜひお立ち寄りください。
（写真左から　鎌谷・政岡・村上・伊藤・中塚・李・許・佐野）
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　気候条件の劇的な好転や悪化に対して、人々はどのよう
に応答したのか。時代毎・地域毎にその応答には、どのよ
うな特徴があるのか。気候変動に対する社会の応答特性を
規定する、時代や地域を越えた普遍的な要素（経済、政治、
文化、生業など）はなにか。こうした問いに答えるためには、
「過去に起きた気候変動の正確な復元と理解」、それに対応
した「各時代・各地域の人びとを巡る詳細な歴史・考古情
報の収集と解析」が必要になります。
　どうすれば、この難問に肉薄できるのか。プロジェクト
ではまず、理系と文系の計５つのグループ（古気候学G、
気候学G、先史・古代史G、中世史G、近世史G）を組織
しました。それぞれの活動内容は、グループリーダーの皆
さんの解説をお読みいただくとして、ここではその構成の
意味と今後の方向性について述べたいと思います。通常、
このような多分野融合型プロジェクトでは、最初から分野
を横断した問題解決型の研究グループを構成することがよ
いとされます。いくつかの「事例」や「要素」に最初から
課題を絞り込み、多分野の混成チームを作って一気に問題
を解決する方法です。それにより多分野融合が日常的に進
むとともに、対象とする問題の解決が常に意識されるよう
になるからです。
　しかし私たちは、そうしま
せんでした。私たちは、第一
に、日本の歴史のなかに埋も
れている気候と社会をつなぐ
典型的な「事例」の数々を十
分に把握できていませんでし
たし、第二に、気候変動に対
する社会の応答特性を規定す
る時代や地域を越えた普遍的
な「要素」について予断を持っ
ていなかったからです。しか
しプロジェクトの進行ととも
にその実質も進化する必要があります。第一の課題につい
て近世史Gでは、享保期から天明期、文化・文政期から天
保期にそれぞれ大きな気温の変動があり、米の生産量の変
動などを背景にした社会の大きな変化があった可能性が、
共通の作業仮説として浮かび上がってきました。同様の大
きな気候変動が無数に存在する時代を対象にした中世史G
では、すでにいくつかの時代に焦点を当てた文献情報の収
集が始まっています。弥生・古墳時代の双方の末期に大き
な降水量の変動が認められる先史・古代史Gでも、酸素同
位体比による水田や集落の木材遺物の年代解析を一つの手
段として、そうした対象に切り込む作戦が練られています。
　今後はグループ間での連携、具体的には、①プロキシー
分析の高度化（年輪密度分析による日本各地の夏季気温情
報の取得等々）による、時代を絞り込んだより詳細な気候・
年代情報の提供、②近世の古日記天候データの活用による、
前近代日本の典型的な気候変動パターンの理解、③近世で
明らかになる気候変動と農業生産の関係などの知見の中世
以前への援用、④気候事象と考古イベントの関係解析の手
法の中世・近世への展開など、理系→文系、文系→理系、
近世→中世・古代、先史・古代→中世・近世など、さまざま
な方向での連携を進める必要
があります。そして、第 6の
グループ（分類・統合G、本
誌４ページ参照）を立ち上げ
るなどして、気候変動に対す
る社会応答の無数の事例を、
時代や地域を越えて比較分析
し、第二の課題、すなわち気
候変動に対する社会の応答特
性を規定する普遍的な要素に
ついての理解を深めたいと考
えています。
気候変動と人間社会の関係に、どのように迫るか
──プロジェクトの構成について　　　　　　　
中塚 武 （総合地球環境学研究所）　
No.2    2014年 9月 10日
古気候学G・
気候学G
近世史G
先史・
古代史G中世史G
分類・
統合G
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　古気候学グループでは、様々な地点における高時間分解
能での過去の気候復元をめざしています。
　古気候の復元には、さまざまな代替指標（proxy）を用いま
す。古文書からの過去の天気収集では、日データを得ること
ができます。現在、近世史グループとの連携で解読とデータ
収集を進めています。
　樹木年輪では、１年の狂いなく年代の特定ができます。本
プロジェクトでは、従来の研究に比べてとくに酸素同位体
比データをたくさん用いることが特長です。酸素同位体比
の変動には生物学的要因の影響が比較的小さく、夏の相対
湿度や降水の高精度な復元が期待でき
ます。従来から用いられてきた年輪内
密度値や年輪幅ももちろん重要な指標
です。一般に年輪内最大密度は夏の気
温を敏感に反映する指標と考えられて
います。また、最近の我々の研究では、
スギとヒノキの年輪幅について、国内の
調査地点のほとんどで冬から春にかけ
ての気温との高い相関が認められ、冬か
ら春の気温復元が期待できます。国内各地の高齢木や出土
材からのデータの収集を推進することにより、気候復元の
面密度を高めていきます。
　サンゴ年輪でも、ほぼ１年の分解能での読み取りが可能
で、海水温や塩分濃度の復元ができます。過去数千年に遡る
復元が期待できます。湖底・海底堆積物、鍾乳石では、数万年
間の長期にわたる気候変復元が期待できます。
　まずは可能なところから（試料の手に入るところから）、
気候復元を進め、歴史学・考古学で得られる事象との関係を
検討できるようにしたいと思います。また、これらのデータ
を気候学グループによってモデル計算
に取り入れていただけるようにしたい
と考えています。その際、空間密度の高
さがとりわけ必要とされるかと思いま
すので、ひたすら測り続ける努力が必要
です。構成メンバーの皆さんは、測るこ
とが楽しくてしょうがないので、たくさ
んのデータが出てくることが期待され
ます。今後の進展が楽しみです。
各グループの活動紹介
　気候学グループは、気候適応史プロジェクトのなかでも
一番人数が少なく、ある意味一番心配されているグループ
ではありますが、少数精鋭とも読み替えて日々研究に励ん
でいます。プロジェクト内では、簡単にいうと、古気候グルー
プの皆さんが出してくるデータを先史・古代史グループの
皆さんが使うような形に焼き直す、というようなことを行
なっています。もう少し詳しく説明すると、古気候グループ
では年輪幅や年輪の同位体比などを測定し、それを気候情
報に換算するのですが（そういうデータのことを代替＝プ
ロキシーデータといいます）、基本的にはその場所のみの情
報だったり時間の刻み幅が広かったりするので、先史・古代
史グループが欲する特定の場所・時間の情報とはマッチし
ない場合があります。そういう場合に、気候・気象学の物理
的知識を用いて、「京都のこの時期にこういう状況だと会津
ではこういう状況である可能性が高い」とか「この時期には
エルニーニョが発生していた可能性があるため、日本全国
でこういう状況にあるはずであり、このプロキシーデータ
古気候学グループの取り組み
── 各種プロキシーを用いた古気候の復元　　　　　　　　　　　　
最先端モデリングと古気候プロキシーデータの融合
 ── 気候学グループの挑戦
安江 恒（信州大学山岳科学総合研究所）
芳村 圭（東京大学大気海洋研究所）　
タテヤマスギからの年輪コア採取
と整合的である」などというようなことを明らかにしよう
としています。こういう風に書くとお天気お姉さん（お兄さ
ん？）のような解説員的な役割に思えるかもしれませんが、
そのとき用いる「気候・気象学の物理的知識」というのは、い
わゆるコンピュータシミュレーションモデルのことです。
複雑極まりない気象・気候の現象を可能な限り計算で解く
最先端のコンピュータモデルを駆使して、プロキシーデー
タとモデルとを融合させることに挑戦する、というのが私
たちの使命なのです。
　現在は、その融合手法にデータ同化という技術が使える
かどうかをテストしています。うまくいけば、現存する古い
日記に書かれた数点の天気の情報から、日本全国の天気図
が復元されたり、とある場所の年輪の同位体情報から数千
年分の気候の変動が復元されたりするようになるかもしれ
ません。私自身、本当にわくわくしながらとても楽しんで研
究を進めています。
－ 113 －
NewsLetter No.2
3高分解能古気候学と歴史・考古学の連携による気候変動に強い社会システムの探索　Newsletter No.2  September 2014 
日本史研究者と古気候学者との
「対話」が必要である、気候変動
と中世社会の諸側面がもつ関係
性・規定性の具体的検討が不足
している。そして、「そんな夢の
気候復元が出るまで、あとの課
題はゆっくり構えていてもいい
な」と考えていたわけです（実
際、問題提起しただけに終わりました）。今、このプロジェク
トで提示されている「高時空間分解能の古気候復元」はその
時の夢想が実現してしまったもので、ついでに残りの課題
に取り組む条件も与えられてしまったのですから、これも
含めて21世紀は大変な時代だと思わざるをえません。
　中世史グループは少人数で、まだ基礎作業に取り掛かっ
た段階ですけれども、さいわいに気象災害・環境・生業・流通・
経済・地理・心性などに実績と知識をもつメンバ （ー私以外）
が集まりましたので、この気候と歴史的社会の連関研究を
「空想から科学へ」と展開させるべく、一つのパラダイムを
創れるかもしれません。
　中世史グループは、今のところ7人で構成されて
います。①日本中世に相当する時期において、これ
までの古気候復元で気温・降水量の振幅がことに
大きいことが明らかとなった4つの期間を選んで、
史料と突き合わせる作業、②地域社会の観点から
気温・降水量変動の影響・対応を考察するために、
関連する中世史料が豊富な地域（京都府桂川流域）
について、史料を集積する作業。何度かの討論を経
て、これら2点を当面の仕事の中心とすることとし、これま
でに作業の分担とおおまかな手順を決めたところです。作
業①については各メンバーで得意な時期を分担、作業②に
ついては東京に大学院学生を含む実働チームが編成されて
おります。また、メンバー相互とすべての参加者の勉強のた
めに海外の歴史研究者の関連文献の翻訳も進めることにし
ました。
　世紀の替り目ごろ、気候変動論に興味を持っていた私は、
次のように当時の現状を認識していました（拙著『在地論の
射程』校倉書房、2001年）。自然科学的な気候復元はまだ特
定の地域の任意の数十年について具体像を提示できない、
　本プロジェクトの軸である年輪酸素同位体比分析の素材
となる出土資料に大きくかかわるのが、この先史・古代史グ
ループの主担当である考古学者たちです。そのため先史時
代の暦年代研究の整備のためにあらたに出土木製品の酸素
同位体比分析を進めることも重要な研究主眼です。
　当グループの研究には、いくつかの軸がみえてきていま
す。放射性炭素年代測定分析で弥生時代前半期の年代が従
来よりも200～500年程度遡ることが分かってきましたが、
酸素同位体比分析によってこの成果を検証し、さらに細分
化された暦年代研究を考古資料（とくに土器型式・集落変遷
など）に適応することが重要です。また酸素同位体比分析に
よってもたらされた降水量変化が稲作社会の列島内での広
域形成にどのように影響したかも考察します。
　また、降水量変動の周期性変化と連動して、列島内の初期
農耕社会の遺跡形成にどのような変化が起こっているかも
重要です。おもに弥生～古墳時代の岡山平野・淀川流域・
濃尾平野において集落動態にどのような変化や画期がある
先史・古代史グループの
役割と課題　　　　　　　
田村 憲美（別府大学文学部）
   若林 邦彦（同志社大学歴史資料館）
中世史グループの現状
か、そこから読み取れる社会関係の変化に気候変動はどのよ
うに相関しているかについて、メンバーによって分析が進
められつつあります。また、古墳時代中期（5世紀）以後には
低湿地での大雨・洪水などによる地形変化に左右されない、
集落と水田耕作地の関係が発達していることもうかがえ、
社会変化によって環境変化の影響をうけにくい状況が形成
されていることもうかがえます。さらに、自然環境変化とと
もに、集落周囲の木材利用の実態を出土品から考察し、人為
的な環境改変と集落動態の相関を論じることも課題となっ
ています。
　いずれにしても遺跡動態に関する発掘調査データの集積
や、酸素同位体分析による年代研究に即した、より短いタイム
スパンでの遺跡動態分析をどう進めるかが課題となってき
ました。前者については発掘調査データの集成、後者につい
ては出土木製品そのものの樹種・年代分析例を増やしていく
必要があります。各メンバーはこれらの課題に取り組む方針
をさだめ、研究資料の蓄積を行なっているところです。
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4 各グループの活動紹介
　近世史グループには、北は蝦夷地（北海道）から、南は琉球
（南西諸島）まで、広義の日本列島各地をフィールドとする
12名の研究者が参加しています。
　現在の日本には、いわゆる「江戸時代」、17世紀から19世紀
にかけての各地の人びとが自然環境に働きかけながら生業
と生活を営んできたことを語る、世界屈指の質量を持つ古
文書資料が残されています。それらを活用して、個別の地域
での生業や生活、さらには地域間の関係、マクロ的な経済動
向や人口動態のありようを、気候変動に対する人間社会の
応答という観点から分析・解釈し、新たな歴史像を示すこと
をめざしていきます。
　日本の江戸時代に当たる時期、列島各地で高度な社会運営
がなされるとともに、日本列島全体が市場経済の発展などで
分かちがたく結びつけられました。そのことは、「自然現象」
としての気候変動や気象イベントが社会的な「災害」に転化
する危険を人びとにもたらすことになります。過剰な土地
開発、農林水産資源の収奪的な利用、都市の拡大・都市化の
進展による受給の不均衡など、さまざまな社会問題は、気候
変動や気象災害により浮かび上がります。そのような問題
に、江戸時代の人びとはどのように対応してきたのでしょ
　本プロジェクトの究極の目的は、気候変動への人間社会
の適応の成否を決定づける、時代や地域を越えた普遍的な
要因を見つけだし、地球環境問題に向き合う私たち自身の
社会の設計に生かしていくことです。経済、統治、生業など、
気候と社会の間の関係を規定するさまざまな要因の存在が
予想されますが、予断を排して日本史の無数の事例を比較
分析することで、本質的な要因の解明に至りたいと考えて
います。
　このようなアプローチは、実験・観察研究と似ており、歴
史学では誰も試みたことのない楽天的で冒険的なものです
が、それゆえにこそ慎重で計画的な取り組みが求められま
す。分類・統合グループの役割は、近世史G、中世史G、先史・
古代史Gが、それぞれ古気候学G、気候学Gと協力して明ら
かにしていく、各時代・各地域の気候変動に対する社会応答
の無数の事例を共通の目線で比較分析し、事例群を「分類」
するとともに、そのなかに共通の要素を見出していくこと
で、プロジェクトの成果全体を「統合」することです。
近世史グループの活動　　　　　　　　　　　　
分類・統合グループの始動に向けて　　　　　　　　　　　　
  佐藤  大介（東北大学災害科学国際研究所）
中塚 武 （総合地球環境学研究所）　
うか。その実態を明らかにし、歴史的な到達点を考えること
は、日本列島で暮らす人びとへ、さらには地球的な環境変動
に対する新たな社会作りに、なにがしかの指針を示すこと
につながっていくと考えています。
　現在は、個別研究と合わせ、現時点の理系の古気候研究で
提示されている17～19世紀の気候変動モデルを検討しつつ、
共通する議論の論点を検討しています。気候について、18世
紀前半の温暖化と19世紀前半の寒冷化という大きな変動期
があったようですが、それぞれ享保の飢饉、天保の飢饉の時
期に当たっています。その前後の社会的な動向も含め、環境
要因を組み込むことで、埋もれていた「意外な」史実や論点
を導き出すべく、課題に迫っていければと考えています。
　その際、分類の対象となるのは、原因としての“特定の気
候変動”（数十年周期での気温や降水量の変動等）に対する、
結果としての“社会のさまざまな応答”（飢饉や内乱、経済成
長等）の“関係性”です。もちろん社会の変化には、気候以外
のさまざまな要因が影響しますので、この“関係性”の分類
を通じて、気候変動に対する社会の“特定の応答パターン”
の背後にある共通の要因が、逆に浮かび上がってくるはず
です。その要因が陳腐なものか斬新なものなのか、現時点で
は分かりません。いずれにしても歴史の無数の事実のなか
から実証的に明らかにすることが、一番重要であると考え
ています。
　とはいえ、分類・統合グループは、まだ本格的に始まって
いません。グループメンバーも未定です。5つのグループの
リーダ ・ーサブリーダーやプロジェクト研究員を中心に、我
こそはと思うすべてのプロジェクトメンバーに開かれたグ
ループですので、皆さまの積極的な参画を期待しています。
古文書調査風景（岩手県一関市、2014年6月）
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総合地球環境学研究所では、年に一度、「地球研オープンハウス」と題し
て所内を一般公開しています。今年は、８月１日（金）に開催し、中塚研
究室（気候適応史プロジェクト）も展示や行事に参加しました。
「地球研オープンハウス」に参加しました
Pickup
　中塚研究室では、「卑弥呼はなぜ歴史に名を残した
か？──年輪を使って古代史の謎を解く」というテーマ
で、パネル展示をしました。子供を対象とした体験型
のイベントが多くあるなかで、「じっくり読んで考えて
もらう」タイプの展示となりましたが、多くの方が足を
とめてくださいました。最新の古気候データにもとづ
いて弥生・古墳時代を読み解く新しい仮説に、来場者の
みなさんも興味津々のご様子でした。　　　　（鎌谷）
　京都市青少年科学センターと共催で行なわれた地球
研キッズセミナーは、佐野研究員が担当しました。「木
の年輪からさぐるむかしの環境」と題し、年輪を観察・
計測して、気温変化や降水量等、昔の環境を子どもたち
に知ってもらうことを目的にした企画です。
　まずは、木がどのように成長するのか、年輪とは何か
ということを、スライドを使って学習し、木を切り倒さ
ずに年輪サンプルを採る方法を説明しました。その後、
サンプルを用意し子どもたちの手で実際に年輪を数え
る作業をしてもらい、最後に観察結果をまとめました。
短い時間でしたが、初めての作業に子どもたちは楽し
みながらも真面目に取り組んでいました。　　（鎌谷）
プロジェクト展示
卑弥呼はなぜ歴史に名を残したか？──年輪を使って古代史の謎を解く
展示パネルの風景
展示解説をする中塚プロジェクトリーダー
（パネル前左から二人め）
地球研キッズセミナー
木の年輪からさぐるむかしの環境
子どもたちと一緒に年輪を数える佐野研究員
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6 研究紹介／調査報告
　屋久島に自生する高齢のスギを使って、過去2000年間の
夏季モンスーン変動の復元に取り組んでいます。分析して
いるサンプルは、古気候学グループメンバ （ー安江・木村）か
ら提供されたもので、過去数百年については現生木から採取
したコアサンプルを、それ以前については土埋木と呼ばれる
切り株などの枯死材を使い、両者を連結することで年輪デー
タをより過去に延伸することができます。これまでの分析
から、享保期（18世紀前半）や文化・文政期（19世紀前半）に、
20～30年にわたって湿潤な気候であったことが分かってき
ました。これら数十年規模の湿潤化は、台湾や中部日本の年
　中世史グループでは、古文書をもとにした気候変動関係
史料集（仮）の作成をめざしております。
　今回は先行研究での、古文書をもとにした前近代の気象復
元手法についてご紹介いたします。ご紹介するのは、前島郁
雄・田上善夫両氏が共著論文＊で示しておられる手法です。
　この論文では７世紀以降の気象災害の記録や災害・不作
などをもたらした、異常気象の記録を用いて、日本列島の通
史的な気候復元を試みています。具体的には、古文書にあら
われる気象災害・異常気象の記録を抽出し、そこからその年
の夏・冬の気候のパターンを導きだすという手順です。そ
のうえで本論文では、日本の歴史時代の気候変動を、7～9世
紀を冷涼期、10～14世紀を温暖期、15～19世紀を寒冷期に区
ヤクスギ年輪の酸素同位体比による
夏季モンスー ンの復元　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
古文書をもとにした
前近代の気象復元手法についてのご紹介　　　　　　　　　　　　　　伊藤  啓介（総合地球環境学研究所）
佐野  雅規（総合地球環境学研究所）
輪にも記録されていること加え、同じ時期に温暖化していた
ことが古文書の災害記録による夏季気温の復元から分かっ
ています（同頁、伊藤氏による研究紹介を参照）。これらのこ
とから、当時、夏季モンスーンが活性化したため、南から日本
内外に暖かく湿った空気が流入したのではないかと考えて
います。また社会との関連でいうと、この時期に東北地方で
米余りが発生していることから、温暖・湿潤化によって米の
収量が上がったように思われます。今後は、ヤクスギの酸素
同位体比のデータをより過去に遡って取得し、メンバーの
皆さんにデータを提供していく予定です。
分しています。
　これらの結果は、とくに天候史料の多い近世については、
本プロジェクトでの酸素同位体比による復元結果と一致す
る部分も多く、注目に値する手法といえましょう。中世史グ
ループの担当する中世では、利用されている史料が少ない
こともあり、今後、大きく改善する余地が見込まれます。中
世史グループの史料調査等の進捗とともに、酸素同位体比
による気候復元との照合も行ない、さらに詳細な気候復元
が可能となることが期待されます。
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●図中の縦方向の棒の長さは、以下の凡例の通り、その年の気候タイプを示す。
 （1）酷暑（2）西涼-北暑（3）北涼-西暑（4）冷夏（5）暖冬（6）厳冬
●図中の太い曲線は、その年の気候タイプの度数（夏は（1）と（2）を+1、（3）と（4）を-1として、冬は（5）を+1、（6）を-1とする）を、
51年の移動平均によって表したもの（平均度数が+1, -1になる場合を、それぞれ+100%, -100%で表示している）。
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日本の歴史（601-1900年）における各年の気候タイプとその変化 （前島・田上 上記論文より一部を改変） 
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調査期間 :  2014年6月5日
調査者 :  中塚 武、若林邦彦、村上由美子
調査期間 :  2014年6月11日～6月27日
調査者 :  鎌谷かおる
　小松市埋蔵文化財センターにおいて、八日市地方遺跡で
出土した弥生時代中期の木材からのサンプリングを行ない
ました。柱根や農具原材、集落形成以前の自然木など8点（後
日2点を追加して計10点）の資料を切断して（写真上）円盤
を採取しました。
　地球研に持ち帰ったサンプルは、許 晨曦・村上で分析を進
めています。厚さ1.0ｍｍの薄板に加工（ニュースレター1号
　6ページ参照）したのち、薄板を孔の空いたテフロンシー
トに挟んで周囲を縫いつけて固定し、セルロース抽出の工
程に入ります。サンプルは3日かけて酸・アルカリ・有機溶
媒で処理してリグニンやヘミセルロースを除去します。乾
燥させたのち抜糸してテフロン板を外すと、薄板は処理前
から3割ほど収縮し、色素が抜けた状態です（写真下）。ここ
からセルロース試料を回収して測定を行なうわけですが、
続きの工程はまた次号以降でお伝えします。 （村上）
　上記の期間に、個人所蔵の「木
このはま
濱村文書」を借用し、写真撮
影作業を行ないました。近江国野洲郡木濱村（現滋賀県守山
市木浜町）は、琵琶湖最狭部の東岸、野洲川南流の河口付近
に位置しています。今回借用した古文書は、725点。江戸時
代（元禄期以降）の木濱村の租税・生業・土地所有・村政・新
田開発等について知ることのできる貴重な古文書です。
　さて、「木濱村文書」を見てみると、度々ある文言が出てき
ます。「当村方之儀者、湖辺第一之低地水損場ニ付」と書かれ
ています（写真右）。「私達の村は、琵琶湖の湖辺の中で第一
の低地のため、水損（水による被害）の場所ですので」という
意味です。
「木濱村文書」には、琵琶湖岸の水環境と気候変動の関係を
調べるための手がかりがたくさんありそうです。現在この
文書を使用して本格的な分析に入っています。成果は今後
公開していく予定です。 （鎌谷）
「木濱村文書」調査報告
（写真撮影作業）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
石川県八日市地方遺跡出土木材の
サンプリング調査
サンプリング状況
?
?
?
?
セルロース抽出前（上）と抽出後（下）の薄板。スケールは同じ
?
 ?
 ?
　木濱村は、江戸時代は旗本領、のちに
幕府領になっています。「エリの親郷」
とよばれるほど、エリ漁を盛んにおこ
なっていました。村高（村の生産規模を
しめす石高）は、およそ335石で、天保年
間には新田も開発されましたが、度重な
る水害の影響により、「水損」になる土地
も多く、そのため年貢（江戸時代の税金）
の額は一定ではありませんでした。
野洲郡木濱村
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● 各グループのおもな活動 　
■ 先史・古代史グループ
　7月24日（木）・25日（金）に総合地球環境学研究所におい
て先史・古代史グループの研究会を開催しました。各メン
バーの研究方向について「どのような歴史を気候変動との関
連で論じるのか」を軸に7名が発表を行なったのち、発表内
容や提起された問題点を踏まえて2日間にわたり活発な討
論を行ないました。
　次回は8月に加わった新メンバーの発表を交え、各メン
バーの研究計画を踏まえて10月に研究会を行なう予定です。
（村上）
● 「地球研市民セミナー」で講演しました
大学共同利用機関法人 人間文化研究機構
総合地球環境学研究所　研究室2（中塚研究室）
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 〒603-8047
 京都府京都市北区上賀茂本山457番地4
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 URL　 http://www.chikyu.ac.jp/nenrin/
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制作協力 京都通信社
　中塚研究室では６月か
ら『Global Crisis』の輪読
を進め、全22章のうち、9
月には3～5章を読んでい
るところです。著者Parker
氏の幅広い知識に圧倒さ
れつつ、プロジェクトにも
通じる問題意識を学んで
います。
■  研究会
9月3日（水） ……………………近世史グループ研究会
9月6日（土）・7（日） ……………中世史グループ研究会
　7月18日（金）に地球研講演室において第58回地球研市民
セミナーが行なわれ、中塚リーダーが「平家は驕っていたか
ら滅んだのか？─ 樹木年輪からの解答」と題した講演を行
ないました。京都市内を中心に111名の来場者を迎え、講演
後には熱心なご質問が次々と飛び出しました。
　本誌5ページでも紹介した「地球研オープンハウス」での
ポスター発表への反響とあわせて、一般の方々も本プロジェ
クトに高い関心を持ってくださっていることを実感できま
した。　 （村上）
● 各グループの秋の予定 
● 研究室通信
＊いずれも会場は総合地球環境学研究所
10月6日（月）・7日（火） … 古気候学・気候学グループ研究会
10月10日（金） ………………… 先史・古代史グループ研究会
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ジェクトメンバー）」では、放射性炭素年代測定のしくみがく
わしく解説されたほか、八日市地方遺跡で出土した骨や貝な
ど8点の試料の年代測定結果が報告されました。「年輪が語
る年代と環境──酸素同位体比の分析から（中塚 武／地球
研・教授）」では、従来の年代測定法と比較して酸素同位体比
年輪年代法の特性が示されたのち、八日市地方遺跡出土木材
に適用して得られた3点の年代値について解説されました。
　午後には若林さんをコーディネーターとしてパネルディ
スカッションが行われ、年代論や八日市地方遺跡の位置づけ
について活発な議論が繰り拡げられました。
　23日（日）には4本の基調報告がありました。「交流拠点と
しての八日市地方遺跡（樋上 昇／先史・古代史Gサブリー
ダー）」では、他地域で出土した木製品との比較をとおして八
日市地方遺跡の位置づけが提示され、「木を使い分けた人々
──樹種同定分析から
（村上由美子／地球研・プ
ロジェクト研究員）」では
シンポジウム会場横で樹
種別に展示された木製品
にみられる「適材適所」と
北陸地方の古植生の特徴
が紹介されました。「炭素
は語る──年代測定から
環境・食の復元まで（宮
田佳樹／小規模経済プロ
No.3    2014年 12月 10日
　石川県の八日市地方遺跡は、北陸地方を代表する弥生時代
の拠点集落です。この遺跡では土器や石器のほか、35,000点
もの木製品が出土し、さまざまな視点で分析されてきました。
2014年11月22日（土）・23日（日）には、小松駅前のサイエン
スヒルズこまつにてシンポジウム「科学分析でここまでわ
かった八日市地方遺跡小松式土器の時代──樹木からのアプ
ローチ」（主催：一般財団法人 自治総合センタ ・ー小松市、後援：
総務省）が行われ、木製品の展示と合わせて研究成果をひろ
く紹介する貴重な機会となりました。このシンポジウムに
は、地球研・気候適応史プロジェクトから多くのメンバーが
参加しました。
基調講演／公開遺物検討会
　22日（土）は先史・古代史Gリーダーの若林邦彦さんによる
基調講演「八日市地方遺跡が語るもの」に続き、午後にはたく
さんの木製品を前にして、公開形式での検討会がありました。
年輪年代測定の結果を解説する光谷拓実さん（古気候学G）
左：弥生時代の農具・泥除けの解説をする樋上 昇さん（先史・古代史G）
右：八日市地方遺跡の木製品（弥生時代中期）展示風景
基調報告／シンポジウム
八日市地方遺跡のシンポジウムで
研究成果を発表しました　
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　弘化3年（1846 ）6月29日の江
戸の水害は、それ以前の寛保2年
（1742）、天明6年（1786 ）の水害（拙
稿「災害対応と文書行政──江戸の
二つの水害から」『歴史評論』760号、
2013年）にくらべればさほど深刻
ではなかった。そのため、浸水地域
である本所・深川からの避難者の
数もそれほど多くはなく、御
お
救
すくい
小
ご
屋
や
（避難所）は設置されなかった。
そのかわり、幕府──直接の担当は
江戸町奉行所と町会所（江戸町方
の窮民救済・低利融資機関）は、馬
ば
喰
く
労
ろう
町
ちょう
の郷
ごうやど
宿（裁判関係者のため
の宿泊施設）に避難民を収容した。その数は665人。そこで
起きた小さなエピソードを紹介する＊1。
　665人のなかに、てつ
4 4
という女性がいた。彼女は、深川北松
代町裏町重兵衛店に住む梅吉の妻である。この住所は本所
の堅川の東の方、亀戸村と接する江戸の場末である。住所と
店借という階層からは、店舗営業をしていない職種に梅吉
が従事していたことが想像される。
　このてつ
4 4
が7月13日の朝に、馬喰労町一丁目の郷宿で出産
した。避難先であったため、出産に必要な取揚医者と薬その
他の物品は郷宿で用意した。その書上を写真に掲げ、内容を
以下に紹介する。
　それは、①油
あぶら
紙
がみ
、②俵、③ぼろ、④鰹節、⑤半紙、⑥扇、⑦小
刀、⑧かわらけ、⑨たらい、⑩取
とりあげ
揚医
い
者
しゃ
、⑪まくり、⑫萍
へい
蓬
ほう
根
こん
湯
とう
、以上である。①～③は出産の際の敷物、⑦でへその緒を
切る、⑨で産湯をつかう、⑧に胞
え
衣
な
を載せそれに④を添える、
などといったつかい方が想定される。このなかでたらいだ
けがありあわせの品を用いたため代金が書き上げられてい
ない。郷宿のたらいをつかったのだろう。⑪は海人（仁）草
のことで新生児の胎毒を下す効能があるという。⑫は止血
剤・強壮剤であり、同じ町内の甲川却庵から購入している。
⑩取揚医者は「馬喰町弐丁目万助店勘兵衛妻とり
4 4
」で「いづ
み姥
うば
」と通称されていたようだ。
　①～⑨は、新村拓『出産と生殖観の歴史』（法政大学出版局、
1996年）で説明されている江戸時代の出産状況、および恩賜
財団母子愛育会編『日本産育習俗資料集成』（第一法規、1975
年）での東京や関東地方の出産習俗と大きな齟齬はない。
　⑩～⑫からは、19世紀江戸の中心部における医療環境が
見て取れる。郷宿と同じ町内に漢方医がおり、隣の町には取
揚医者がいる。当時の庶民世界とし
てはもっとも高度な医療環境がここ
にはある。産婦の本来の住所では到
底望めない出産環境であろう。また、
出産を専門的にコントロールする立
場の女性が「医者」と表現されている
ことも興味深い。
　以上の代金合計は金2朱と銭360文
と銀1匁8分であった。この費用を誰
が負担するのかが問題となった。出
産が済んだあとで、町会所で先例を調
べたところ、同じ年の春に江戸で大火
があり、その際に設置された御救小屋
でも同様に出産の事例があった。そ
の場合必要な物品は銘々で購入し、薬は御救小屋で治療に
あたっていた医師が提供し、助産師への手当は町会所が負
担したことが判明した。しかし、今回の場合は郷宿で購入し
研究紹介
江戸時代における避難所での出産　　　　　　　　　　　　
渡辺浩一（国文学研究資料館）
国立国会図書館デジタルコレクション
旧幕府引継書「出水御救一件」表紙
⑫
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　た品をすべて本人に渡してすでに使用しており、いまさら
代金を取り立てることもできないということになり、物品
の代金は町会所の負担となった。温情ある判断ということ
になろうか。この結果、二つの異なる先例が発生したことな
るため、その後、同様の問題が生じたときの出産物品費用問
題については、本人負担か町会所負担かはそのときの状況
に応じて判断されることになったのだろう。
　ところで、今回の出産にあたって、産婦てつ
4 4
の夫、梅吉がな
にをしていたのかという憶測をしてみたい。まず、現代とは
異なる当時の「避難」のあり方を説明する。この水害に関し
ては、幸運にも169名分の避難者名簿が現存している＊2。こ
れを分析すると、避難者の主体は母親と15歳以下の子ども
（とくに幼児）の組み合わせであることが判明する。成人男
性は家財や商売道具を盗難から防ぐために浸水地域にとど
まっているようだ。1947年のカスリーン台風でも水が引く
まで1週間も屋根上ですごしたという体験談がある。おそ
らく梅吉も深川にとどまっており、臨月の妻が郷宿に避難
していたものと思われる。ただ、江戸時代の出産のあり方（新
村 1996）──近現代とは異なって出産が家族から隔離されて
いない──がここにも適用されるとすれば、梅吉も郷宿にこ
のときだけ来ており、出産の現場にともにいたのではない
かという想像も、一つの可能性としては存在するとも思う。
　気候と人間社会の関係は、長期的変動への人間の対応と、
気象イベントへの人間の対応に分けられる。台風が前近代
の大都市に襲来する場合に人間社会がどのように対応した
かを検討するにあたっての論点が、この小さなエピソードか
ら豊富に見出すことができる。すなわち、避難のあり方、救
済の方法と費用負担、施策判断における先例の利用、被災者
への医療提供、その前提となる日常的な医療環境などであ
る。検討すべき課題が学際的に拡がっていることが分かる。
国立国会図書館デジタルコレクション　旧幕府引継書「出水御救一件」　
てつ
4 4
の出産に関わる物品等が書き上げられたページ（写真中に挿入した①～⑫の内容は本文参照のこと）
①③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪
＊1　国立国会図書館デジタルコレクションhttp://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
　pid/2532633旧幕府引継書「出水御救一件」写真右、コマ99-103：
　3ページに写真
＊2　国立国会図書館デジタルコレクションhttp://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
　pid/2548435旧幕府引継書「大川通出水一件」三、コマ211-244
②
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土佐藩領の自然災害についての史料調査
プロジェクトメンバーの活動紹介
　タテヤマスギ天然林には多くの巨木や伐根が残されてい
ます。この天然林の利用がいつごろから始まり、それがどの
ように維持されてきたかを明らかにするため、伐採年代や
樹齢の調査を行っています。　　　（古気候学G／平  英彰）
　江戸時代の北陸地方の気候変動を分析するため、
「加越能文庫」（金沢市立玉川図書館近世史料館所蔵）
の史料調査を実施しました。膨大な史料群のなかか
ら、まず注目したのは、気候変動の影響をもっともう
けた飢饉に関する史料です。加賀藩では、元禄9年
（1696）と天保期（1830～44）に飢饉が発生します。し
かし、いまだに、その実態は解明されていません。こ
れから調査した史料をもとに、飢饉の全容を明らか
にしてゆく予定です。　　　　（近世史G／武井弘一）
　サンゴ年輪を用いた、過去千年以上にわたる海洋環
境復元の研究のために、数百年前に死滅した大型のハ
マサンゴ群体の分布調査および年代測定用試料採取
を2014年4月に行いました。写真は水中ボーリング
による試料採取の様子です。　
　　　　　　　（古気候学Gサブリーダー／阿部   理）
　近世史グループで土佐国（土佐藩領）を担当しておりま
す。土佐は、洪水や台風の被害が多い地域です。また南海
トラフによる大地震や津波の被害も大きく、自然の影響
を大きくうける地域です。2014年からプロジェクトに参
加しました。享保17年（1732）に西日本では雲
うんか
霞の大発生
で、凶作から飢饉になりました。その被害状況や幕府の対
応を『虫
むしつきそんもうとめがき
附損毛留書』（内閣文庫影写叢刊 全3巻、国立公文
書館）から探るとともに、土佐での被害状況、藩や地域で
の対応の解明に取り組んでいます。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　（近世史G／荻 慎一郎）
タテヤマスギ天然林の調査
八重山諸島石
せきせい
西礁
しょうこ
湖における
斃死ハマサンゴ群体の分布調査
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5「加か越えつ能のう文ぶん庫こ」調査報告　　
気候適応史プロジェクトには、2014年12月現在で
71名のプロジェクトメンバーがいます。日本各地の
フィールドで、プロジェクトメンバーが研究をしてい
ます。今回は、その一部をご紹介いたします。
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　東北大学植物園所蔵の青森県東通村猿ヶ森埋没林のア
スナロ材からサンプリングを行いました。猿ヶ森埋没林
のアスナロ材は、10～17世紀にかけての北日本の年輪情
報を保持する貴重な試料です。
　サンプルは名古屋大学年代測定総合研究センターにて、
酸素安定同位体比分析、放射性炭素濃度分析に使用してい
ます。これらの分析は、北日本の古気候を過去千年まで1年
単位で復元することを目的に行っています。　　　　　　
　　　　　             　　　　　　　（古気候学G／箱﨑真隆）
　岩手県一関市大東町の個人宅に残された古文書史料の
デジタルカメラによる全点撮影による調査を行っていま
す。この史料群は、18世紀前半から150年ほどの期間にお
ける村落や地域の動向について豊富な情報を含んでいま
す。数万点におよぶ文書の調査は
その途についたばかりですが、気
象イベントや中長期的な気候変動
との関わりに注意しながら内容を
分析してゆきたいと思います。　
　　（近世史Gリーダー／佐藤大介）
猿ヶ森埋没林のアスナロ材サンプリング調査
岩手県一関市大東町での古文書調査
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　愛知県埋蔵文化財センターにおいて、安城市鹿乗川流
域遺跡群出土木材143点と、稲沢市一
いっしき
色青
あおかい
海遺跡から8
点の合計151点の試料採取を行いました。
　今後はこれらの資料から、鹿乗川流域遺跡群
の集落動態と環境変化の対応関係を分析して
ゆく予定です。　               　　　　  
               　 （先史・古代史Gサブリーダー／樋上 昇）
鹿
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跡群出土木材の
サンプリング調査3
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I have been focusing on isotope 
dendroclimatology to obtain cli-
mate information from tree rings 
using isotope ratios. In detail, I an-
alyze the oxygen isotope in tree ring 
cellulose of Fokienia in Southeast 
Asia and discover that tree ring cel-
lulose oxygen isotope (δ18O) of Fok-
ienia in northern Indochina has a 
signiﬁcant correlation with climate 
parameters and El Niño-Southern 
Oscillation (ENSO) Index, and is a 
promising proxy to reconstruct his-
tory of ENSO changes. I built up a 
400-year tree ring oxygen isotope 
chronology in northern Laos and 
reconstructed the ENSO variations 
during the last four centuries. In ad-
dition, I explored the potential of tree 
ring δ18O in Southeast and South-
west China, northern Thailand, India 
and Nepal in order to reconstruct the 
history of Asian summer monsoon.
Dendroclimatology has been 
undeveloped in tropics because 
cross-dating by ring width (a key step 
in developing a tree ring chronol-
ogy) is diﬃcult there. Cross-dating 
matches the pattern of wide and nar-
row rings between diﬀerent trees to 
determine the absolute year when 
each ring was formed. However, the 
cross-dating often fails in tropical 
area, because ring width time se-
ries are not consistent due to local 
non-climatic factors such as compe-
tition for light between trees in the 
densely populated forest. To solve 
this problem, I employed the tree ring 
δ18O based on the fact that it is main-
ly controlled by relative humidity and 
precipitation δ18O, both of which are 
sensitive to climatic factors. I mea-
sured seven trees δ18O of Fokienia 
in PL site (tree ring width cannot 
be used for cross-dating in this site) 
in northern Laos during the period 
of 1588-2002. The results show that 
tree ring δ18O shows good inter-se-
ries correlation (r=0.5) over the past 
400 years, and several pointer years 
that are very helpful for cross-dating 
exist in the time series. In addition, 
the resulting 415-year (1588–2002) 
δ18O chronology shows good agree-
ment with an independently dated 
300-year δ18O chronology from Mu 
Cang Chai, located 150 km north-
east of the study site. This validates 
the accuracy of our δ18O chronolo-
gy. My results indicate that tree ring 
δ18O can provide a useful alternative 
approach to cross-date, especially for 
trees in tropical areas that cannot be 
cross-dated using ring width due to 
frequent endogenous disturbance or 
the lack of distinct limiting factors 
for tree growth. 
These works were published in 
“Palaeogeography, Palaeoclimatogy, 
Palaeoecology and Journal of Geo-
physics Research-Atmosphere”.
Development of tropical dendrochronology 
using oxygen isotope ratios
研究紹介
Xu Chenxi/RIHN
許 晨曦（総合地球環境学研究所）
山間地域でのサンプル採取（中国 浙江省にて）　Collecting samples in mountain area
浙江省の杭州から西へ約70kmに位置する安吉県の山中において、2014年9月にサンプリングを行った。
写真は筆者が黄山松（二葉松の仲間、タイワンマツ）にドリル（成長錐）で直径5mmの穴をあけ、サンプル
を採取しているところ
タイワンマツのコアサンプル　core sample of  Pinus taiwanensis　
樹芯（髄）に近い部分（左下）から辺材部分（右上）にかけて連続しており、1878年から2014年にかけて成長
した樹木であることが分かった。サンプルはこのあと薄く切ってセルロースを抽出し、酸素同位体比の測
定を行うことにより、中国の古気候復元のための貴重なデータとなる
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The potential of tree ring cellulose δ18O in different tree species 
as climate proxy in dendroarchaeological 
and dendroclimatological study
A well-established master tree 
ring chronology can be used to es-
timate the precise ages of wood ma-
terials excavated at archaeological 
sites, and even to reconstruct pa-
leoclimates. Many continuous long-
term series have been established 
using long-lived trees and short-
er-lived woody species by extend-
ing the chronology beyond their 
lifetimes using living, archaeologi-
cal, and sub-fossil samples through 
cross-dating. Many woody gymno-
sperm and angiosperm species (e.g., 
Japanese cedar, Japanese umbrella 
pine, Hinoki cypress, oak, camphor, 
water elm) excavated at archaeolog-
ical sites in Japan still require den-
drochronological dating. Therefore, 
the establishment of chronologies 
for these species would make a sig-
niﬁcant contribution to the study of 
dendrochronology in Japan. Some 
gymnosperm and angiosperm tree 
species have been used to construct 
chronologies based on δ18O analy-
ses, and to determine past climates; 
these include oak, ﬁr, cedar and cy-
press in Japan.
The establishment of long-term 
chronologies for δ18O can thus pro-
vide the basis for the study of paleo-
climates. Pine and oak are typical 
trees in the forests of central Japan, 
and many wooden materials made 
from those species have been ex-
cavated at archaeological sites. A 
comparison of tree ring cellulose 
δ18O values between these tree spe-
cies may reveal the usefulness of 
their tree ring δ18O values as a uni-
versal tool for dendrochronological 
dating of excavated woods in Japan, 
and/or as proxies of past climate. 
I conducted the tree ring samples 
from many tree species belonging 
to gymnosperm and angiosperm. In 
detail, I measured variations in tree 
ring cellulose δ18O values of pine 
(Pinus densiﬂora) and oak (Quercus 
serrate and Q. variabilis) growing 
in the same forest in central Japan. 
I examined the similarities and dif-
ferences in their variability of tree 
ring oxygen cellulose isotope ra-
tios (δ18O) in responses to climate 
parameters. The signiﬁcantly high 
correlation between pine and oak 
δ18O time series does not only pro-
vide us of a unique cross-dating tool 
beyond tree species applicable for 
dendrochronology, but also indi-
cate that δ18O in tree ring cellulose 
is controlled by common external 
factors. Furthermore, the diﬀerent 
pattern of responses to precipita-
tion and relative humidity in pine 
and oak trees can be interpreted in 
terms of diﬀerences in cellulose syn-
thesis processes and/or leaf mor-
phology.
The wooden samples excavated 
from many archaeological sites in 
our project can be used to not only 
extend time series back to millennia 
before present but also explore the 
inﬂuences of climate change and 
even human activities in the past. 
There are potential uses of our study 
for laying the foundation for further 
isotope dendroarchaeological and 
dendroclimatological work in Japan.
Li Zhen/RIHN
李 貞（総合地球環境学研究所）
■ 古気候学G・気候学G合同会議
　地球研で2014年10月6日（月）と7日（火）の2日間
にわたり上記のグループ会議を開催しました。各種の
古気候資料の分析状況や、古天気記録のデータ同化に
向けた予備研究など12件の報告をうけたあと、今後の
解析の方針や数百年スケールの長周期データの取得
に向けた取り組みについて議論しました。　　（佐野）
● 各グループのおもな活動 　
年輪セルロースの抽出作業（地球研実験室にて）
Extraction of tree ring cellulose in laboratory
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　2014年11月から地球研地下の実験室で
の作業に山本真美さん（写
真右）が加わりました。手
先の器用さを活かして実
験に取り組んでいます。
　12月には皇甫さやかさ
ん（写真下・左）もプロジェ
クトに加わって、政岡二三
笑さん（右）とともに事務
作業を行っています。
●各グループの冬の予定 　
　
● 研究室通信
大学共同利用機関法人 人間文化研究機構
総合地球環境学研究所　研究室2（中塚研究室）
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■  研究会
2014年12月23日（火）・24日（水）……プロジェクト全体会議
2014年12月26日（金）…………………近世史グループ研究会
2015年2月7日（土）・8日（日）…………中世史グループ会議
　2014年11月26日（水）～28日（金）に、コープイン京都において2014年度地球研研究プロジェクト発表会が
ありました。この会は、各プロジェクトの今年度の成果を発
表する大切な行事で、中塚プロジェクトリーダーが発表を
されました。発表をうけて、活発な質疑応答が行われました。
● 東京セミナー
　地球研東京セミナ 「ー環境問題は昔からあった──過去
から見える未来」を開催します。
　地球研では年に1回、東京でセミナーを開催し、研究成果
の発信を行っています。今回は気候適応史プロジェクトと
ともに2014年度4月にスタートした小規模経済プロジェ
クト「地域に根ざした小規模経済活動と長期的持続可能
性──歴史生態学からのアプローチ」（プロジェクトリー
ダ ：ー羽生淳子教授）と合同し、両プロジェクトでの共通課
プロジェクト事務が二人体制になりました
年輪の同位体測定用の標準
試料作成中の山本さん
　4月は8名でスタートした中塚研究室も、新メンバーが加わり10名となりました。新メンバーともども、
よろしくお願いいたします。
題「地球環境問題の
解決のために、歴史学・考古
学から何が学べるか？」をテーマとし
て、歴史の教訓を未来の社会設計に活かす可能性
を考えます。
●事前申込制、参加は無料（定員500名）
セミナーのくわしい内容やプログラムは地球研ホー
ムページをご覧ください。　　　　　　　　
2015年1月16日（金） 13：00 - 16：30
有楽町朝日ホール
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　プロジェクトがFull Research（つまり、本格的に研究費
がつかえる段階）になって、最初の1年がすぎようとしてい
ます。この1年間には本当に多くの研究の進展がありまし
た。さまざまな古気候プロキシーの空間的・時間的拡充に
よって、近世日本に幾多の飢饉をもたらした数十年周期で
の夏の気温の変動が東アジアの広域夏季モンスーンの変動
によることを突き止め、屋久杉などの年輪分析から中世以
前の乾湿環境の長周期変動が解析できる展望も出てきまし
た。さらに年輪セルロース酸素同位体比の年代軸が4300
年前まで延びて、縄文中期の日本社会に大きな影響をもた
らしたとされる4.2kイベント（4200年前の気候の大変動）
の一部始終が1年単位で明らかになってきました。
　文献史料の研究でも、未読の古文書の撮影や翻刻、既存刊
本からの網羅的な情報収集が日本各地で一気に始まり、気
象災害の記録のみならず、気候と農業生産量、市場や人口な
どの社会経済的データとの関係に加えて、幕府から藩、村々
に至るさまざまな階層の人びとの気候変動に対する意思決
定やその社会文化的背景などについて、来年度以降の集中
的な解析につながる膨大な情報が集められました。古日記
天候記録をめぐる気候学と歴史学のメンバー間の連
携も進み、古天気情報を大循環モデルに同化するこ
とで、江戸時代の日々の大気循環場を復元するとい
う画期的な取り組みも始まりました。
　考古学の分野でも、酸素同位体比年輪年代法を日本
各地の遺跡から発掘された多数の木質遺物の年代決
定に応用する取り組みが成功裏に進められました。
FR2（本研究2年め）にむけて、気候変動に対応した集
落や治水、利水施設の建設、修復の履歴を明らかにす
るために、全国の埋蔵文化財センター等と協力して、
樹皮つきの（伐採年代のわかる）多量の柱や矢板、杭
などの木材の年代決定のための網羅的な試料収集と
分析技術の開発が進められています。
　こうした進展の背景には、昨年4月から雇用された
プロジェクト研究員、研究推進支援員のがんばりが
あったことも、特筆すべき事項です。みずからの研究
の推進はもちろん、研究室の事務補佐員と協力して、担当す
るグループの膨大な実務の遂行に力を発揮しました。
　いっぽうでFR1（本研究1年め）の1年間は、直前の2月に
あったプロジェクト評価委員会（PEC）からの指摘のとおり、
「膨大な古気候データを歴史学、考古学の知見といかに深く
結びつけられるか」という構想力が問われた1年でもあり
ました。
　図はFS（Feasibility Study：予備研究）の時期に復元した
中世における東アジアの夏季気温の年々変動の記録（Cook 
et al. 2013）ですが、近世とおなじように、10 ～20年続いた
温暖期の直後の寒冷期に歴史上有名な飢饉や戦乱が集中し
ていることがわかります。このような表面的な気候と歴史
の関係性は、古気候データが蓄積すればするだけ、どんどん
浮かび上がってきますが、それはあくまでも表面的な関係
性です。「その背後にある具体的な社会のメカニズムとはな
んなのか」、「気候変動に対峙した際の人びとの生きざまを
どれだけ正確に汲み取れるのか」など、プロジェクトの目的
を達成するために、新しい概念と方法論の構築が、FR2以降
にむけて求められています。
FR1（Full Researchの最初の一年）をふりかえって
中塚 武 （総合地球環境学研究所）　
No.4    2015年 3月 10日
中世における東アジアの夏季気温の年々変動の記録
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　中塚さんとは、私の後のPAGES（Past Global Changes）
国際委員をお願いしたときからのおつきあいで、今回のプ
ロジェクトにはなかば押しかけのかたちで参加させていた
だきました。私は若いころ（1990年代前半）、梅原 猛さん、
安田喜憲さんらが中心となって行なわれた「文明と環境」、
そしてその後、尾本惠市さんが中心となって行なわれた「日
本人の起源」という国際日本文化研究センターのプロジェ
クトの末席に加えていただいておりました。その際に、文
系の方がたとのコミュニケーションのむずかしさを知ると
ともに、それを乗り越えたときに見えてくる未知で新鮮な
世界にふれる感動を味わい、その夢をもう一度と中塚プロ
ジェクトに加えていただいたのです。当時は、気候変動が
社会や歴史に影響を与えるといういわゆる環境決定論的な
考え方は文系の研究者のあいだでは異端とされ、そうした
既存概念を打ち破るのだ、という安田さんの熱い想いに感
動したのを憶えています。それから20年以上が経ち、今回
の全体会議のナイトセッションなどで文系の研究者の方が
たにうかがったところによると、今や、歴史学や考古学分野
でも環境決定論的考え方は当たり前で、むしろそれが行き
過ぎる傾向が見られるとのこと、隔世の観を感じました。
　これまでの環境決定論的研究の多くは、タイミングの（お
おまかな）一致を、ただちに、因果関係と見なして議論を進
めるものでしたが、気候適応史プロジェクトではそうした
アプローチとは一線を画そうとしているのが印象的でし
た。つまり、社会科学的立場からは、まず本当に気候変動が
社会構造や生活様式変化に影響していたのかどうかを問う
ところから始め、「影響していたとしたらどのように影響し
ていたのか」、「社会はそうした変動に対してどう応答した
のか」を具体的事例一つ一つについてていねいに見ていこ
うという姿勢が強く感じられました。文系と理系との融合
という点でも、プロジェクトメンバーの方がたの本気を感じ
ました。プロジェクトがまだ1年めであることを考えると、こ
れからどのような成果が出てくるのか、次回の全体会議が楽
しみです。
2014年12月23日（火・祝）・24日（水） ／  総合地球環境学研究所  講演室 ／ 参加者： 41名
気候変動と人間社会の関係に迫るべくプロジェクトが始まった1年めの冬、「古気候学」、「気候学」、「近世史」、「中世史」、
「先史・古代史」の全グループが会する、Full Researchになってはじめての会議を行ないました。
それぞれの研究分野から現在の状況や異分野融合への思いを述べ、今後のあり方を探りました。
全体会議参加記
異分野融合に関する総合評価システム構築のための
中塚プロジェクト全体会議
古気候学グループ   多田隆治（東京大学大学院理学系研究科）
中塚プロジェクト全体会議 参加記　　　　　　　　　　　　　　　　
プロジェクトの趣旨説明を行なう中塚リーダー
質疑応答では活発な意見が飛び交った
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プログラムの抜粋
1．プロジェクトの趣旨と進捗状況について
●  趣旨説明・地球研プロジェクト発表会での報告の紹介 （地球研・中塚 武）
● 古気候学グループ・気候学グループの活動状況（地球研・佐野雅規）
● 近世史グループの活動状況  （地球研・鎌谷かおる）
● 中世史グループの活動状況 （地球研・伊藤啓介）
● 先史・古代史グループの活動状況（地球研・村上由美子）
2．真の異分野融合を目指して（PartⅠ）―他分野にこれだけは聞きたい
3．ナイトセッション
4．真の異分野融合を目指して（PartⅡ）―他分野にこれだけは言いたい
● 歴史天候記録から得られる気候変動の情報
    （防災科学技術研究所・平野淳平）
●日本中世史研究における古気候学への期待とその受容について
     （別府大学・田村憲美）
●土器編年から見た年輪年代法への期待 （同志社大学・若林邦彦）
●古気候への博物学的アプローチと物理的アプローチの統合への期待 
    （海洋研究開発機構・増田耕一）
5．総合討論
　全体会議当日はこの時期にしてもそうとうに寒いと思わ
れた日でしたが、会議が始まると外の寒気を忘れさせるほど
に熱い議論が交わされました。私はとくにそうですが、参加
していた方たちは、自分が所属しているグループ外の方がた
とはそれほど深いつきあいがなかったにもかかわらず、他グ
ループの研究成果をどん欲に摂取し、また異分野の研究状況
に率直な疑問を投げかけようとする姿勢が強く、今後の「異
分野融合」に大きく弾みがついた会合であったと思います。
　ただ、私自身はまだ酸素同位体比の変動によって表され
た降水量変動のデータの「正体」をつかみきれてはいませ
ん。それはこのデータがあくまで代位指標であって、降水
量の絶対値を示したものでもなければ、ある特定の地域の
降水量の推移を示すものでもなく、さまざまな理化学的手
法によって修正が加えられたデータであることに起因して
いるでしょう。なおかつ、多種多様な試料からデータを採っ
ているにもかかわらず、折れ線グラフが1本の線でつながっ
ているのも、それがなぜなのかはまだ理解がおよびません。
　ひるがえって、日本史研究者はさまざまなフィルターが
かかっているにせよ、人間の手により直接書かれた文字史
料を扱い、なおかつ各々の史料は断片的です。よって１点
の史料で、その時点での日本（あるいはその中の国や郡や
村）の全体状況がどうなっていたかを読み取ろうとするこ
とは無謀だと考え、かならず史料に表れていない別の側面
に考えをめぐらせています。
　代位指標が全体を代表しているとみる人びとと、そうし
た「代表」性の影に隠れた部分があるはずだと思っている人
びと――二つのタイプの人びとが、いったいどのようなか
たちで「融合」していくのでしょうか。傍観者であってはい
けないと思いつつ、この「融合」劇の行く末を思うと、胸が高
まらずにはいられません。
中世史グループ　高木徳郎（早稲田大学教育・総合科学学術院）
全体会議に参加して　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
討論の様子
全体会議を終えて
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沖縄の伝統的景観と災害──ある史料との出会いから
山田浩世（日本学術振興会特別研究員 PD）
　真夏の沖縄の集落を歩いたことのある人は、赤瓦の家と
それを取り囲むように植えられたフクギの屋敷林の林帯に
涼み、南国の雰囲気を感じたことがあるかもしれない。い
わゆる沖縄の伝統的景観として観光番組でも紹介される
村々の景観には、積み重ねられてきた沖縄の人びとと災害
との歴史が大きく関係している。以下では、筆者が最近手
にしたある史料の背景を読み解きながら、沖縄の景観と災
害にかかわる歴史の一端を紹介してみることとしたい。
ある史料との出会い
　沖縄の伝統的景観が成立するにあたって大きな役割をは
たしたものの一つに、17世紀に中国から導入された風水思
想がある。一般に風水といえば、窓や軒先などに吊るした
八角形の鏡（八卦鏡）など、まじないの類を連想する方も多
いだろうが、ここで紹介する風水とはそれらとは若干、趣を
異にするものである。
　これまでの研究によって沖縄における風水は、17世紀後
半に中国の福建へ留学した目
め ど る ま ぺ ー ち ん
取真親雲上（唐名：周
しゅうこくしゅん
国俊）
によって導入され、18世紀前半に琉球の宰相となった
具
ぐしちゃんうぇーかた
志頭親方（唐名：蔡
さいおん
温）によって山林政策や農業政策など
に用いられたことが明らかにされている。18世紀前半の沖
縄では、人口の増加によって森林資源の枯渇が進んだため、
山林の育成や保護、耕地拡大のための用水確保、防潮林など
の災害対策として風水にもとづく技術の利用が政策的に推
し進められていった。また、王府は施策が現地において適
切に実施されているかを監督、検証するため、風水師（地理
師）を派遣し改善点などを報告させていた。
　これら風水師の養成、確保については、記された史料が乏
しく明らかになっていない点も多いが、明治期に編纂され
た史料の目録である『琉球史料総目録』（法政大学沖縄文化
研究所所蔵）には、風水技術の習得奨励、習得者への制度的
優遇を布達した条文のタイトルが確認され、このタイトル
から18世紀末に風水師の育成が制度的に強化されたこと
が指摘されている（都築晶子「近世沖縄における風水の受容
とその展開」窪徳忠編『沖縄の風水』 平河出版社、1990年）。
もっとも、300余冊の史料群を編纂した貴重な『琉球史料』
の本文自体は、1945年の沖縄戦によって灰燼に帰したとさ
れ、その現本は一篇も確認されていない。
　しかし、以前に筆者は史料調査で訪れた図書館において、
ある史料を手に取る機会を得た。『琉球學制文事資料』と銘
打たれたこの史料群（全体で8冊組）は、ていねいに装丁さ
れ、東京都立中央図書館の特別文庫室に収められていた。
同書についての詳細は別の機会（拙稿「近世久米村における
科試──『琉球學制文事資料』の検討を中心に」『第14回中琉
歴史関係シンポジウム論文集』、2015年刊行予定）に記した
ので委細は記さないが、史料内に「小西文庫」の蔵書印があ
道瑞に植えられた林帯が美しい竹富島の世
よもちうたき
持御嶽前
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ることから戦前に京都帝国大学の総長を務めた小西重直に
よって作成されたものであること、内容から『琉球學制文事
資料』なかの「琉球資料」（写真下）は戦火で失われたとされる
『琉球史料』の一部を書き写したものであることが判明した。
　推測によるが、小西が関心を寄せていた教育制度にかか
わるものとしてほかの記事とともに風水記事も書き写さ
れ、小西の蔵書が特別文庫で買い上げられるなかで東京都
立中央図書館に伝えられることとなったようである。『琉球
學制文事資料』（とりわけ「琉球資料」）は、現本が失われたと
されてひさしく、また、数多くの史料が度重なる災禍によっ
て失われたなかで数奇な運命を辿りながらも今に伝えられ
た貴重な史料の一つであるといえよう。
災害と風水思想
　さて、この『琉球學制文事資料』中の「琉球資料」に書き写
されていた風水にかかわる記事について見ていくこととし
たい。同記事は、1787（乾隆52・天明7）年に出された風水
習得を伝えた指示書で、冒頭に「一、風水之法、国家之盛衰相
進（懸ヵ）、別而大切成儀･･･頃年右之法相□（絶ヵ）、到而御
用方（支ヵ）ニ候･･･」とあるように、風水が国の盛衰にかか
わる大切なものであること、最近ではその知識が途絶えて
王府の用務に支障が出ていることを記している。別の史料
の記載から同時期に風水師が活動していたことが確認でき
ることから、まったく途絶えていたというわけではなかっ
たようであるが（球陽研究会編『球陽』読み下し編、角川書
店、1392号記事、1974年）、
王府の必要とする数また
は質に達していなかった
ようで、急遽、風水習得が
指示された。この記事か
らはさまざまな事情を考
えることができそうだが、
注目したいのは1787年の
段階においてなぜ風水師
の欠如が王府業務の支障
となっていたのか、すなわ
ち、風水師を必要とする事
態がなぜ発生していたの
かである。
　その背景を考えてみる
竹富島の清
せいめい う た き
明御嶽を囲むフクギの林帯
東京都立中央図書館特別文庫室所蔵「琉球資料」（『琉球學制文事資料』所収）
1787年の風水習得を指示する布達が記載されたページ
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と1780年代は、周知のように日本の各地で飢饉が頻発し大
きな被害を出した時期であった（天明の大飢饉）。沖縄島で
も1784・1785年をピークに異常気象によって作物が不作
となり、多くの餓死者や身売り人を出したことがさまざまな
史料から確認できる（拙稿「気候変動と沖縄の災害──1780
年代を考える」『防災と環境』№１、沖縄防災環境学会、2012
年）。王府の正史『球陽』には、「本国大いに餌え、万民困窮す。
既に倉
そうりん
廩を発して救助するも、而も粟米足らず。･･･国中及
び各島の、凡そ銭穀有る者に飭
ちょくこう
行し、奉借して以て国用に備
ふ」とあって、多くの民が困窮し、救済のため食料を配給し
たが足りず、国中の富裕層に献納を命じる異例の事態となっ
ていたことが知られる（前掲『球陽』1384号記事）。
　1784年から1785年にピークに達した異常気象と飢饉に
よる村落への影響は深刻で、その後の復興が容易なもので
はなかったことは次の状況からもわかる。ピーク後の1780
年代後半には、農村立て直しのための専門官である下知役
や検者の派遣が相次いで行なわれ、その派遣は15の地域に
達していた（金城正篤「「琉球処分」と農村問題」『近代沖縄の
歴史と民衆』 沖縄歴史研究会、1970年）。これら農村立て直
しのために派遣された行政官と連動して王府の正史『球陽』
には、風水師を派遣する記事が頻繁に見られるようになっ
ていく。疲弊した村落には状況に応じて直接、行政官（下
知役・検者）と風水師が派遣され、農法の改良やテコ入れと
いった施策とともに、村落の立地を含めた大規模な改善案
が示され、実行されていった。具体的には、用水の確保のた
めに村落の移動を実施した宮
み や ぎ つ う じ ぺ ー ち ん
城通事親雲上や疫病の流行の
ために村落移動を提案した神
か み や ま さ と ぬ し ぺ ー ち ん
山里之子親雲上（前掲『球陽』
1394号記事および1412号記事）などの例を挙げることが
でき、風水師による対処が1780年以降の王府の災害対応の
一つの方法であったことを知ることができよう。
　また、1850年代の風水師・神山里之子親雲上の記録であ
る『久米村神山里之子親雲上様弐ヶ村風水御見分日記』（琉
球大学付属図書館所蔵）には、検分の際に家々を囲む屋敷林
や海辺の防潮林の植樹地点、方法について詳細に指示して
いる様子が見られる。沖縄における風水は、村落の移動と
いった大規模なものから各所への植樹や利用法などこと細
かなことにまで注がれていた。その意味で風水師の存在は、
いわゆる伝統的とみなされるこんにちの沖縄の村落景観の
成立に大きくかかわっていたことはまちがいない。
　『琉球學制文事資料』に記されていた布達は、1780年代の
相次ぐ災害によって引き起こされた窮迫した事態に対し、
人びとがどのように対処しようとしたのか、とりわけ、風水
を活用して立て直そうと奔走する王府の対応過程を示す新
たな史料として注目されよう。過去の気候変動とそれへの
社会対応は、いかなる状況の下、どのような選択によって行
なわれ、現在へとつながっていったのか。日常のなかで目
にする景観や伝統とみなされる様式の中からそのつながり
を歴史的に見出せたならば、現在を生きる者にとっての身
近な存在としてあらためて災害や環境の問題を意識するこ
とにつながるのではないだろうか。
渡名喜島の集落
－ 133 －
NewsLetter No.4
7高分解能古気候学と歴史・考古学の連携による気候変動に強い社会システムの探索　Newsletter No.4  March 2015
古代の技術によるカシ材の製材実験
製材実験の様子
調査期間 :  2015年1月31日～2月2日
調査地：井野長割遺跡公園（千葉県）
　首都大学東京山田研究室では、実験考古学の調査を継続
的に進めています。今回、気候適応史プロジェクトの研究
の一環として、古代の道具や技術を用いてシラカシの原木
を割る実験を行ないました。
　中世に製材用の鋸が日本に導入される以前には、楔を槌
で打ち込み、木を割り広げていく技術で板や角材に加工し
ました。木目が通直で割りやすいスギやヒノキだけでなく、
農具を作るための堅いカシ材も、この技術で製材していま
した。弥生時代の遺跡からは、カシ材で作られた農具やそ
の未成品、原材が多く出土しています。
　今回の実験では、遺跡公園に生えていた胸高直径約65cm
のシラカシの木を伐採、切断したあと、斧（石斧と鉄斧）、楔
と槌（木製と鉄製）をつかって放射方向に割り、農具原材（断
面の形状から「みかん割り材」ともよばれます）を作成しま
した。木に節や曲がりがあるとなかなか割れにくく、鉄の
道具の威力を実感することとなりました。今後はこの原材
から鍬や鋤を復元し、使用実験を行って土木力を計るデー
タ作成を進める予定です。
（首都大学東京  山田昌久、地球研  村上由美子） 1本の原木から得たみかん割り材（写真提供・三宅博士氏）
古日記からの天気記述抜き出し作業
　江戸時代は、特定の人びとだけではなく、ひろく一般庶民
にも文字を書く力と機会が生まれた時代です。そのため、
幅広い層の人びとによって記された日記が多く残されてい
ます。本プロジェクトでは、それら日記史料からの天候記
述を抜き出す作業を現在行なっています。まだ活字化され
活字化史料の天気記述エクセル入力作業の様子
ていない日記については、古文書から天気記述部分を翻刻
し、エクセル入力しています。いっぽう、すでに活字化され
出版されている日記も厖大にあります。そちらについては、
多くのアルバイトの方の協力を得て現在かなりのスピード
でエクセル入力し、データ化を進めています。
（地球研   鎌谷かおる）
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〈古気候グループ〉
　2015年3月19日（木）～21日（土）　Asia 2k　第４回ワークショップ
〈中世史グループ、先史・古代史グループ〉
　2015年4月1日（水）　中世の文献史学＆考古学の合同研究会
〈中世史グループ〉
　2015年5月31日（日）　京都西郊桂川右岸の中世用水路跡の巡見
〈近世史グループ〉
　2015年6月27日（土）～28日（日）　近世史グループ研究会
●各グループのおもな活動
　1月1日から許 晨曦（Xu Chenxi）さんがプロジェクト研究員になりました。気候学グループを支えるメン
バーの一員として今後の活躍が期待されます。
　2月1日から研究推進支援員として内田梨恵子さんが加わり、実験補助と事務作業に取り組んでいます。
　プロジェクトの本研究が開始して1年。2015年4月から2年めを迎えるにあたり気合がみなぎるメンバー  一同です。
　2月7日（土）に総合地球環境学研究所において、中世史
グループの研究会を開催しました。荘園の用水のほか、
中世における麦の社会的な重要性、中世の気象災害史料
データの統計的な検討手法について、新メンバーが発表
しました。その後、メンバー各人が今年1年のまとめと
来年にむけての展望を述べ、提起された問題点について活発
な討論を行ないました。
　次回は5月末に、京都西郊桂川右岸の中世用水路跡の巡検
を行なう予定です。　　（地球研　伊藤啓介）
「桂川用水指図案」（東寺百合文書ツ函341号文書）
（京都府立総合資料館　東寺百合文書WEBから）
